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43. 情報化の進展
· 今日、世界中で情報のやりとりが活発になり、それと比例して情報量も急増している。色々な情報が飛び交う中、環境情報も以前よりかなり提供されるようになって、それにより知識・関心も増えやすくなった。先進国の中で、少し日本においてはそれらが積極的な形となって行動にあらわれていないのは残念な事であると思う。今後十数年の間に光ファイバーをはじめとした超高速インフラが各家庭に満遍なく整備されて新しい通信網ができあがれば、今より更に多い情報が国内はもとより世界中でやりとりされ、色々効率的にもよくなると思うので、そうなるとある意味恐ろしい事ではあるが「情報で環境を守る」時代がやってくるのかもしれない・・・（田中）

· 情報化の進展は、移動エネルギーを減少させるかもしれないがOA用紙や情報化の進展に必要な電力などは環境に負荷を与えないのだろうか？（大八木）

· どこまで情報化が進めば環境が改善されるのか、明確な部分がわかりづらかった。（大埜）

· 本当にパソコン通信による電子新聞などの発行により紙の消費量が大きく削減できるのでしょうか？（梅原）

· 過度な広告は消費者を混乱させる原因ともなるので、適度な情報量がいいと思いました。（奥村）

· これまでの情報化は環境負荷を高めてきましたが、さらに高度な情報化である超高度情報化になると本当に環境負荷を減少させてくれるのだろうか？？あくまで予想なので疑問に思う。（清水）

· 今までの情報化では事業系の紙類のゴミが増えて、環境に負荷を与えているとありますが、ここで言われている環境の改善とは、その見直しとして、活字から電気通信を活用すれば、結果として紙類のゴミが減るだけで、新たに電気エネルギーなど別の資源を消費する割合が高まるだけではないのですか？（松本）

44. 情報接触機会
· 個々人が持つ関心・活動情報を簡単に発見できるような情報システムの構築は、情報を発信する側のコストも安いので相互に利便性があると思う。（大八木）

· いくら環境に関する情報が流れたとしても、その情報に対して一般の人々が反応しなければ意味が無いと思います。（大埜）

· 環境への意識は高まっているが、実際に何をすればいいか分からない人も多いと思うので、そういった情報が必要だと思います。（奥村）

· 日本では環境問題に対する知識があってもあまり自然に接していない人が多く自分で自然を感じる機会が少ないと思います。もっと人が自然に接することのできる環境があればもっと行動に移しやすいと思いました。（梅原）

· 日本における環境問題への関心は次第に高まってきていますが、それを行動に移すとしたらまだまだだと思います。環境保護団体への参加も少ないので一人一人が積極的に参加していくべきだと思いました。でも、かなり難しいかも・・・（清水）

· 確かに、情報を流すことで環境に対する意識付けをすることは有効だと思います。しかし、受け手がいつも情報の流し手の意図を汲んだ行動を取るとは限りません。逆に情報が氾濫すると受け手は混乱する場合もあると思います。（松本）

45. 情報スーパーハイウェイ
· 光ファイバーなどの普及によって環境に好影響を与えるのはなんとなくわかりましたが、具体的な部分がよくわからないです。（大埜）

· アマゾンの旅までバーチャルリアリティにするのは本当の自然の良さを味わえないから、あまり好ましくないと思いました。（奥村）

· バーチャルリアリティーシステム普及したら今よりも簡単に自然に接することができるのでいいと思いました。（梅原）

· 近いうちに情報スーパーハイウェイみたいな未来的なものが本当に実現するのだろうか？情報スーパーハイウェイが出来れば地球を救えるのだろうか。道路騒音や排気ガスが減るとは書いてないが・・・（清水）

· あらゆる情報を瞬時に手に入れられることは、その情報が正しいかどうかを選択しなければならないので、それだけ個人の責任が問われることになります。情報化がどれだけ進んだとしても、個人の扱える情報量には限界があるので、最後は人の行動に委ねられていると思います。（松本）

 

